
大分市立長浜小学校　学力向上プラン１（８月）
学力状況について 学習状況について

家庭・
地域
との
協働

○家庭学習の習慣化の推進　（小中一貫教育を見据え)
・「１０分×学年＋１０分」に応じたその日の学習と連動した課題（宿題）を与える。
・「学習の手引き」の活用
○あいさつ運動の推進
・地域の見守り運動等の際にも積極的に児童に声かけをしてコミュニケーションを図る。
○家読（うちどく）運動の推進を呼びかける。　年間読書数(低100冊、中70冊、高40冊】９０％以上

児童
生徒
の
状況・
課題

5年県学力定着状況調査（Ｈ28.4.14実施)結果より
３教科とも、観点別に正答率を見ると、全ての項
目で目標値を大きく超えている。
【国語】　「書く能力」が良好
・教科全体の正答率が86.6%で、目標値を18.9ポ
イント上回った。中でも、「書く能力」が82.1％
で、目標値を26.6ポイント上回った。
【算数】　知識よりも活用が良好
・教科全体の正答率が75.0%で、目標値を7.2ポイ
ント上回った。・中でも、「数学的な考え方」が
69.6％で、目標値を10.2ポイント上回った。
◆課題：億と兆・概数の表し方において、目標値
よりも10.3ポイント低かった。数の相対的な大き
さについては丁寧な指導が望まれる。また、3桁÷
２桁＝１桁（余りあり）の計算も、目標値を6.4ポ
イント下回り、少数第一位＋整数の計算も目標値
を6.4ポイント下回っており、数の計算については
丁寧な復習をさせることが大切である。
【理科】　活用よりも知識が良好
・教科全体の正答率が76.1%で、目標値を8.6ポイ
ント上回った。中でも、「観察・実験の技能」が
87.2％で、目標値を22.2ポイント上回った。
◆課題：・ものの温まり方▲4.4ポイント
・１年間の植物の成長▲14.4ポイント

◎児童の自己肯定感が高く、家庭で心の安定が
図られている。また、成功体験をもち、今頑
張っていることを持っており、学校のきまり
や、公共の場で人に迷惑をかけない様に気をつ
けることができるなど、規範意識は高い方であ
る。  また、インターネットはゲームや趣味
(25.0)よりも勉強や調べ物のために使用してい
るという回答が多かった（46.9）友だちと携帯
等でのメール交換等もほとんどない。
◎家庭での生活が安定しており、自分から計画
立てて、学習する習慣が出来ている子が多い。
わからない言葉がでてきた時は、辞典などを引
いて調べたり、ノートの取り方をくふうしたり
して、予習・復習もよくしていることが伺え
る。
◎クラスの中では、ひやかしやからかいなどな
く、落ち着いた学校生活が伺える。他人とつな
がるための手立ても、育っていると考えられ
る。地域の行事にも良く参加している。（しか
し、昨年度に比べると少し減っている。）　友
達との良好な関係も伺える。

指導
の
状況・
課題

○各種学力調査の全教科で達成目標を上回る(100％)
・呼びかけや点検により、家庭学習時間（学年×１０
＋10分・５年７０分・６年９０分）の定着目標９０％
⇒1学期親：７９％児童：83.7％
　
◆やり直し指導の徹底により、毎単元テストの下位層
(50%以下)の児童の割合１０％以下（目標）⇒算数にお
いて５年以外未達成

○学習規律の徹底の定着目標９０％⇒児童：
９５％◎
○授業においては、自分の考えを深めたり広
げたりすることができ、最後まで主体的に考
えようとする姿が見られた。

今後目
指す
児童像

・やり直し指導の徹底により、毎単元テストの下
位層（正答率50％未満）の児童の割合を１０％以
下…粘り強く取組む子

・学習規律を徹底（良くできた90％以上）する
子　　　・家庭学習時間（学年×１０＋１０
分）が定着（90％以上）する子

今後
の具
体的
な取
組

①授業改善の取組
○学ぶ喜びを感じさせる授業の創造（校内研修と連動した日常の授業改善の推進）
・考えようとする意欲を持たせる「課題」を提示し、考えを交流する場の保障をし工夫する授業　・目的と方
法が明確で「めあて」「課題」と「まとめ」のある「わかる」「できる」授業　　・既習学習・生活体験とつ
なぎ、問いが連続・発展する授業づくり　　・表現する場の時間保証　　　・１時間の授業の課題や学習の流
れを明確にした、板書やノートのとらせ方の工夫、改善を図る。
○個に応じた指導と評価の一層の充実
・個の実態把握に基づく学習指導方法の工夫

②その他の学習指導の取組
○スキルタイムの内容精選と徹底
・話す人の顔を見て聞くなどの聞き方・聞き取りテスト
・片仮名、漢字のまとめ　・文章の読みとり　　　・国語辞典の活用　　　・視写　　・自分
の考えをまとめる活動　　・計算問題反復練習　　・毎日ミニテストの実施
③学習状況改善の取組
○道徳の時間の推進…児童の実態、学校・保護者・地域の願いを捉えた全教育活動ではぐくむ
道徳教育の展開
＊朝の活動（全校集会、体育集会、児童集会、読書タイム等）の充実
＊縦割り班活動の充実（週一回の縦割り班清掃　昼休みのなかよし班プレイング）


